
新幹線車両の走行による線路構造の騒音解析システムの開発と応用

1 ,  はじめに
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2, 境 界要素法による非定常幡音解析
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3, モ ーダル法を用いた境界要素法による

3次 元非定常騒音解析
構造物の振動と構造物のまわ りの騒音現象に関連性があり,
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境界要素法角振動数の に対して以下の複素数連立一次方程
式の定式化を示す
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式 (6)を以下のように置く`

p=° Z           (7)

ここで計算法が異なるだけなので式 (4)を用いて
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ぁる.
この定式化を大規模問題の解析のための新しい数値計算法と

法百暑蜜学なごチ
では従来のAを持たずにAのみを持つも
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化では大規模問題に適 していないといぅ問題がある.
そこで本論分では以下に新 しい数値計算法について提案する

4, 大 規模問題の解析のための数値計算法
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全節点数 :285

全要素数 :328
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題を表 している (高 架橋は全長 21m,高 さ7m)

となり新しい数値計算法と提案する.

図 1 3径 間標準高架橋有限要素モデル

6, ま とめと今後の計画
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の数値計算法を新 しく提案 し,簡 単な基本例題を実際開発 し
たACOSTICS Iで 解析を行った。

今後の計画として,新 しく提案 した大規模問題の解析のた
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モデルも作 り, レールからの騒音を計淑」し周辺環境により配
慮 した線路構造の開発に役立てることができると考えられる.


